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普及に移しうる成果 

 

 

 

［成果の内容］ 

１．RuLIS WEB（URL；http://rulis.dc.affrc.go.jp/rulisweb/）では、農業景観調査情報

システム（農業環境研究成果情報第２２集）のフレームを踏襲し、全国の農業生態系

区分と地点ごとの生物多様性観測情報を Web-GIS（地理情報システム）上でリンクし、

それらを表示、提供（ダウンロード）することができます（図１）。RuLIS は Rural 
Landscape Information System の略です。 

２．各種の生物多様性観測情報を WEB 上で入力可能です（図２）。調査地点の位置（緯度

経度）を WEB 画面上から簡単に取得し、農業生態系区分や他の環境情報と関連づけ

ることができます。利用者登録によりデータ入力が可能となり、入力したデータは公

開、限定公開、非公開の別を選択できます。さらに、本システムでは種ごとの分布だ

けでなく、ある地点の生物群集（植物群落などの種組成）のデータも格納できます。 
３．現在、RuLIS WEB には RuLIS モニタリング地区の植生や鳥類分布データのほか、全

国を対象とした植物分布や小動物の分布データが蓄積されています（表１）。これらの

データから必要な部分を検索・抽出して、出力することが可能です（公開データのみ）。 
４．本システムにより、研究者、行政、企業、農業者、市民団体など様々な主体が生物多

様性データを蓄積、比較することが可能になります。それにより環境保全型農業など

の効果を評価できるとともに、GEO-BON（地球観測における生物多様性観測ネット

ワーク）など国際的な生物多様性関連の取り組みに対し、農業生態系の情報を発信す

ることが可能になると期待されます。 
 

本研究の一部は、農林水産省委託プロジェクト研究「流域圏における水循環・農林水産生態系の自

然共生型管理技術の開発」及び「農業に有用な生物多様性の指標及び評価手法の開発」による成果

です。またデータ整備には環境省環境研究総合推進費（D-1008）を用いています。 
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生物多様性に関する情報を収集、蓄積、提供するための 

WEB 版農業景観調査情報システム（RuLIS WEB） 

［要約］ 

農業生態系における生物多様性の変化を国土全体で評価することを目的に、生物多様性

観測情報を効率的に収集、蓄積し、生態系の構造と関連づけて解析、評価、情報提供す

るための WEB 版農業景観調査情報システム（RuLIS WEB）を開発、公開しました。 

 
［背景と目的］ 

農業生産と環境保全の両立を図るため、環境保全型農業や他の様々な施策が推進されて

います。しかし、農村では人間活動による生態系の変動が激しいこと、生物多様性観測

情報の蓄積が不十分なことから、生物多様性に関する客観的評価が困難です。そこで、

農業生態系における生物多様性観測情報を効率的に収集し、その変化を国土全体で評価

するための調査情報システムの WEB 版（RuLIS WEB）を開発し、公開しました。 
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図１ RuLIS WEB における農業生態系区分及び生物観測情報の地図表示 

図２ RuLIS WEB における生物観測情報の入力・蓄積 

利用者登録「提供登録利用者」により RuLIS WEB にデータを入力出来ます。 

表１ RuLIS WEB に格

納した生物多様性観測

データ（2011 年１月）

データの名称 データ年 範囲 公開状況 備考

1)水田周辺植生 2002

2)水田周辺植生 2007

3)畑地周辺植生 2007

4)越冬期鳥類 2005

5)繁殖期鳥類 2006

② 生物多様性指標選抜データ 2008-2009 全国 限定 農水省プロ研

③ 外来生物対策指針策定調査データ 2005-2006 全国４地域 非公開 農村振興局

④ 外来・雑種タンポポ全国分布データ 2001 全国 一般 環境省

注１）RuLISモニタリング地区については農業環境研究成果情報第22集をご覧ください

農水省プロ研①
RuLISモニタリング地区

データ
注１） 一般

利根川流域
の32地区

現在の RuLIS WEB に格納

されているデータは表の

通りですが、順次拡張・公

開する予定です。 




